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ｌはじめに

養殖業の発展に伴左って急､激に増加してきた魚病被害は、養殖生産物の安定生産を左右する最大の要

因の一つと成るに至っている。これらの魚病に対する対策として、最初に取り組まれたのは疾病の治療

法の開発であった、そして、これらの開発研究の成果としてサルファ剤をはじめ種々の合成抗菌剤が水

産薬として使用され、魚病被害の低減に寄与してきたことは周知のところである。

しかし、これらの化学療法剤の使用は、適正使用法の徹底が不十分であったことから、一方で“薬づ

けの養殖魚“といわれる主うな薬の舌し用を引き起こし、耐性菌の出現お主び食品として安全性という大

きな問題を招来する結果となっている。

この主う左現状をふまえ、魚病対策は新たな展開を要するに至り、治療という受動的対策もさること

ながら、エリ根本的な対策として疾病の予防・防疫対策の早期確立が必要とされる主うになった。

魚病の予防・防疫方法に関しては、近年種々の分野で検討され、たとえば、診断技法の開発、ワクチ

ンの実用化研究をはじめとして、耐病性品種の改良あるいは飼育施設の改良などが行われ、その左かに

はほとんど実用化されるに至っている技術もある。

本研究で取り上げる消毒剤については、たとえば、生石灰やサラン粉の王うにかたり古くから養殖池

で使用されているものもあり、さた、今日では主にサケ・マス類の養殖において魚卵、器具機材、池等

の消毒に主るウイルス性疾病の伝播防止が試みられ、比較的多くの消毒薬が養殖の現場で使用されてい

る。現在、わが国のサケ・マス類の養殖場では、サラン粉、次亜塩素酸ナトリウム等の塩素化合物、ヨ

ードホール、ポピト゛ンヨード等のヨウ素化合物、クレゾール等のフェノール類、塩化ペンザルコニウム、

塩化ベンゼトニウム等の第四級アンモニウム塩を主体とした界面活性剤やその他マラカイトグリーン等

の色素類が多く使用されているが、魚病病原体に対するこれらの消毒剤の効力評価に関する資料は少な

く、人畜の病原体に関する資料や知見に基づいて使用されているものも多いと考えられる。

表－１には、魚病病原体に関する消毒剤の効果についての知見を整理した。これらの報告では、ＩＰＮ，

ＩＨＮのウイルスを主体に▲sqImo"icidqやＶ､α"gujlJqγ…等の魚病細菌について、ヨウ素化合物

や逆性石けんなどの効力評価が、研究者に主ってそれぞれ異なった試験方法で検討され、それぞれの病

原体に対する消毒剤の有効濃度と接触時間が報告されている。

ところで、消毒薬効力の評価には多くの定まった試験法があり、そのなかで消毒薬の検定あるいは殺

菌力の比較に古くから用いられた評価法として石灰酸係数法がある。石炭酸係数はＲｉｄｅａｌとＷａｌｋ－

ｅｒ（１９０５）に主って提唱され、今日ではこの方法の変法としてＣｈｉｃｋ－Ｍａｒｔｉｎ法､ＡＯＡＣ法、

ＦＤＡ法、ＬａｎｃｅｔＣｏｍｍｉｓｉｏｎ法がある（古橋１９７４）。わが国では１９５２年に厚生省が発

表した消毒薬検査指針のたかの効力試験法としてこの石炭酸係数測定法が記載されている。石炭酸係数
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の測定はヒトの場合、ＳＱｌｍ…ｌＺａｔ"ＰＭＴ－Ｄ株を使用し、単に石炭酸係数という場合はこのチフ

ス菌を使用した場合をさしている。をた家畜の場合は、飯塚（１９７７）はウシ、ブタ、ニワトリを

代表してそれぞれ－種以上の菌種での石炭酸係数が必要であるとしている。この主うに、人畜におい

ては消毒剤を使用する場合の基本的左効力評価の基準として石炭酸係数が用いられている。しかし、

魚病細菌に関する報告はほとんど無く、今後消毒剤を使用する場合の裏付けの資料として、代表的な

養殖魚種についてそれぞれ一種以上の病原菌に対する石炭酸係数を求め、さらに、各種の評価法に基

づく資料を蓄積し、魚病分野における消毒剤の使用基準を明らかにしていく必要かある。
Ｃ

表－１魚病病原体に対する各種消毒剤の効果
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病原体 消毒剤
処理法

濃度時間

効
果 文献

ＩＰＮウイルス

ＩＨＮウイルス

Ｗｅｓｃｏｄｙｎｅ

Ｂｅｔａｄｉｎｅ

ホルマリン

次亜塩素酸ナトリウム

クレゾール

オスパン

●

／、コマ

エンピロン

イソジン

クリンナップ

Ｗｅｓｃｏｄｙｎｅ

Ｂｅｔａｄｉｎｅ

〃

マラカイトグリーン

ａｃｒｉｆｌａｖｉｎｅ

Ｔｈｉｍｅｒｏｓａｌ

塩化ナトリウム

次亜塩素酸ナトリウム

〃

1６ ppml2 ５ｍｉｎ

５２ｐｐｍＩ２５ｍｉｎ

ｌ：１０００５０ｍｉｎ

１：２５０〃

１：１０００〃

１:＜1２５〃

１；＜１２５〃

１：＜1２５〃

１：１２５〃

１：１２５〃

２５ｐｐｍｌ２１５ｓｅｃ

２５ｐｐｍｌｚ１５ｓｅｃ

ｌ２ｐｐｍｌ２５０ｓｅｃ

ｌ：２００，ＯＯＯ６０ｍｉｎ

ｌ：２０００２０ｍｉｎ

ｌ：５００１０ｍiｎ

５筋１０ｍiｎ

1０ pｐｍｃ 1
２

１０ｍiｎ

１：２０００ ５０ｍiｎ

十
十
＋
＋
＋
十
十
十
十
十
十
十
十
一
一
一
一
十
十

ＡｍｅｎｄａｎｄＰｉｅｔｃｈ
(１９７２）

〃

山崎ら（１９７６）

fjW;ﾂﾉ）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ａｎｄＰｉｅｔｃｈ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

山崎ら（１９７６）
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病原体 消毒剤
処置法

濃度時間

効
果

文献

ＩＨＮウイルリス

ＶＨＳウイルス

Ａｃ７ｏｍｏｎＬＬ８

Ｂａノ、o〃jcjdq

ｙｊ６７０

α〃gmjllCL7ZLm

塩化ぺう/ザルコニウム

ホルマリン

〃

クレゾール

オスパン

●

'、．■マ

ネオヨジン

イソジン

Ｗｅｓｃｏｄｙｎｅ

Ｂｅｔａｄｉｎｅ

Betadine（ｐＨＺＯ）

イソジン（ＰＨ５０）

ダイヤザン（ｐＨ2.8）

クリンナツプ（ｐＨ2.5）

イソジン（ｐＨ7~8）

ダイヤザン（ｐＨ7~8）

イソジン

ダイヤサン

クリンナッフ

石炭酸

クレゾール

●

マラカイトグリーン

ホルマリン

マラカイトグリーン

Betadine（ｐＨＺＯ）

イソジン（ｐＨ５０）

ダイアザン（ｐＨ2.8）

クリンナツプ(ｐＨ２５）

イソジン（ｐＨ7~8）

１：５０，０００５０ｍｉｎ

ｌ：５００ ６０ｍｉｎ

ｌ：１２５ ５０ｍｉｎ

ｌ：２５０ ５０ｍｉｎ

ｌ：５００ ５０ｍｉｎ

１：５００〃

１：２５０〃

１：２５０〃

8ppm1２５ｍiｎ

8ｐｐｍ1２

２５

４

pｐｍ

5ｍｉｎ

５００ｓｅｃ

ppml260sec

2ｐｐｍ１２５０ｓｅｃ

2ｐｐｍｌ

８ｐｐｍＩ

２

２

１５ｓｅｃ

５０ｓｅｃ

8ｐｐｍ１２１５ｓｅｃ

１：７００ ５ｍiｎ

１：５０００〃

１：１０００〃

１：２００〃

１：５００〃

1５ppm
〃

１：１０００〃

１

２５

ｐｐｍ

pｐｍ

４ｐｐｍ1２

２ｐｐｍ1２

4ｐｐｍI ２

8ｐｐｍ1２

５０ｍｉｎ

１５sｅｃ
lｅｓｓ

１５ｓｅｃ

〃

〃

〃

｜
’
’
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十

ＡｍｅｎｄａｎｄＰｉｅｔｃｈ

(１９７２）

〃

山崎ら（１９７６）

〃

〃

〃

〃

〃

ＡｍｅｎｄａｎｄＰｉｅｔｃｈ

(１９７２）

〃

ＲｏｓｓａｎｄＳｍｉｔｈ

(１９７２）

原ら（１９７４）

〃

〃

〃

(１９７５）

〃

佐々木（１９７６）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

斉藤（１９６４）

ＲｏｓｓａｎｄＳｍｉｔｈ

(１９７２）

原ら（１９７４）

〃

〃

〃

(１９７５）
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病原体 消毒剤
処置法

濃度時間
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果 文献

Ａｅ７ｏｍｏ几α８

liqmC血Ｃｉｅ〃８

Redmouthdisease
bacteria

Fluorecent

PsezZdOm07ｍａｓ

ｎｏｎ－ｆｌｕｏｒｅｃｅｎｔ

Ple〃ｉｂ(Lｃｔｏ７

ＣＺ/tｏ

Ｐ８

ＣＯｌｚＬｍ孔ａＩｊ８

鞠ｇａ

ＤｃｌｉﾉﾘＰｏｐ九ｊｌ

Ki蝋盟騨聲。

s…;&雛璃…
(mycelium）

ａ

ダイアザン（ｐＨ7~8）

Sulfo-merthiolate

Ｍｅｒｔｈｉｏｌａｔｅ

アクリフラピン

〃

Ｂｒｉｄｉｎｅ

Ｂｅｔａｄｉｎｅ

Betadine（ｐＨＺＯ）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

4ppm1２ １５ｓｅｃ

004冊２５ｍiｎ

〃〃

0.02冊〃

0.04筋１０ｍiｎ

０５冊 〃

〃〃

2５pｐｍ １２０ｓｅｃ

〃 １５ｓｅｃｌｅｓｓ

〃１２０ｓｅｃｏｒｍｏｒｅ

〃〃

ﾉノ ５０ｓｅｃ

〃 ６０sec

〃 ５００sec

〃 ５００ｓｅｃ

＋
一
｜
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
’

原ら（１９７５）

Ｍｃ〔Fadden（１９６９）

〃

〃

〃

〃

〃

ＲｏｓｓａｎｄＥｈｎｉｔｈ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

(１９７２）



Ⅱ魚病細菌の石炭酸係数について

1．石炭酸係数測定方法の検討

１９５２年に厚生省工b発表された消毒剤の効力試験法（消毒薬検査指針）にそって、魚病細菌

の石炭酸係数測定方法について検討した。
、

ａ材料お主び方法

１）供試菌株

サケ科魚の代表的細菌性疾病の病原体であるＡ`７０mo〃Ｑ８ｓｑＺｍｏ"jcjdqとＷbγｊｏａ〃9皿ＭＬγ拠れ

を供試した。Ａ・ｓａｌｍｍｊｃｊｄａは当場でヤマメ病魚エリ分離した保存株（ＴＯ７８０４）おエ

び色素を産生したいＮＣＭＢ２０２０（Ａ・ｓｑｌｍｏ”jcidQ8皿b8pmaso…｡(L）の２株、Ｖ､α”拠川－

０γ…は、ニジマス主D分離したＮ７８０２株とアユエリ分離したＴＯ７９０１株の２株であ

る。なお、ｖ６ｑｗ泌川α叫、の２株は、宮崎大学北尾教授エリ分与を受けた抗血清に主ると血清

型はいずれもTypeAに属するものである。また、以上の魚病細菌の他に、ＥＣＯ“（Ｋ－１２株）

お主びStaph・qur…（ＡＴＣＣ６５５８ｐ株）を供試した。

２）使用培地の検討

消毒薬検査指針（以下指針という）ては消毒薬検査用ブイヨン培地として表－２の組成の培

地を指定している。しかし、指針が発表されたのは１９５２年と古く、現在では市販の合成培

←

少

表－２消毒薬検査用ブイヨン培地の組成

５９肉エキス…………………･･…………･……

５９食塩………..…………･…･……･……

１０９ペフ･卜ン…………．.……･…………………

ＤＷ．…･…………･…………･…･……１０００９

６．８ＰＨ.…･…･……………………………

Ｐ

＄

地が普及していることから、指針で指定した培地のかわりにこれらの市販合`成培地が使用され

ることが多い（飯塚１９７７）。そこで、魚病細菌に関しても指定培地および市販合成培地に

おける発育を比較し、石炭酸係数に適した培地の検討を行った。

供試した培地は表－２に示す指定培地のほかに市販合成培地としてハートインフュージョンプ

イヨン培地；ニッサン（ＨＩＢ）とトリプトソーヤプイヨン培地；ニッサン（ＴＳＢ）お主び

－５－



５筋のNaclを添加した普通ブイヨン培地；エイケン（５妬ＮａｃｌＮＢ）の三種を供試した。

なお、これらの培地のｐＨはＨＩＢ－ｐＨｚ２±０．１、ＴＳＢ－ｐＨＺ５±０．１５妬Ｎａｃｌ

ＮＢ－ｐＨ７０である。

実験に際してはＡ､8(Mmo"icMol（ＴＯ７８０４，ＮＣＭＢ２０２０）とＶ､｡"”ｌｌｑγ…

（Ｎ７８０２，ＴＯ７９０１）を普通寒天平板培地で２２℃で２４時間培養し０．８５９６生理食

塩水でそれぞれ表－５に示す濃度の懸濁液を調製し、そのｔＯｍＣを５００叩ずつ分注した培地

に接種した。細菌接種後は２０℃お王び２５℃で培養し、接種後５．６．１２．２４．４８．７２時

間後に分光光度計（日立１０１型、波長６５０ｎｍ）で吸光度を測定した。

馨

へ

表－５被検培地に接種した菌懸濁液の濃度（ＣＦＵ／､の

濃度（ＣＦＵ／)720）菌株菌種

5.2×１０７

２．９ｘ１Ｏ７

１Ｐｘ１Ｏ８

ｔ２ｘ１Ｏ８

ＴＯ７８０４

ＮＣＭＢ２０２０

Ｎ７８０２

ＴＯ７９０１

Ａ８ａｌｍＯ７ＬｆＣｉｄｔＬ

Ｖ、α〃ｇｍｊｌノｑ７ｕｍ

5）培養温度の検討

消毒薬検査等を実施するにあたってはＡ､ｓｑｌｍ｡"ｊｃＭｑとｗ､"g処j''＠γ処、の二種の細菌の培

養温度を統一することか望ましいため、両細菌の至適培養温度範囲で２０℃と２５℃に温度を

口､
設定して菌の発育を観察した。なお、実験手順は前項（２）．）と同様である。

4）魚病細菌の蒸留水中ての生残

各菌株をＨＩＢ培地で２０℃、２４時間培養後（ＳＤＱｐｈｑ”…は５７℃、２４時間培養）、

培養液１１１Mを蒸留水１０ｍ'に加え２０℃の水浴中に放置し、所定時間（１５，５０，６０分）経

過後に常法に主D生菌数（colonyformingUnit/１１ｚ８）を測定した。各菌株のＨＩＢ培地、

２４時間培養後の生菌数はＡ,sqlmo〃….｡（ＴＯ７８０４）が４９ｘ１０８ＣＦＵ／/ＭＶ．α”￣

私illqγ…（Ｎ７８０２）が６６ｘ１０８ＣＦＵ／力DC、ＳｔＱｐ凡｡…“８（ＡＴＣＣ６５５８ｐ）が５．５

×１０８ＣＦＵ／>'１０であった。
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ｂ結果

１）使用培地の検討

Ａ・sQImo10jcidqのＴＯ７８０４株とＮＣＭＢ２０２０株を２

それぞれ図－１，２に示した。

0℃で培養したときの増殖曲線を

､

、３６

．３２

吸・２８
．２４

光.ｚｏ

、１６

度 、1２

．０８

．０４

企■「

Ｐ

ユー弓■

ｺーーーロ

０６Ｕ２２４４８７２

培養時間（時）

図－１Ａ､８Ｑｌｍｏ"ＷｄＱＴＯ７８０４株の被検培地

における増殖曲線，培養温度は２０℃，

の

一・一ハートインフュージョンプイヨン培地

-ムートリプトリーヤプイヨン培地

一ｏ－消毒薬検査用ブイヨン培地

－７－



、４０

．３６

．３２

吸、２８

．２４

．２０
光

、１６

．１２

度、０８

．０４

￣

へ

’
０ ６１コ２４４８７２

培養時間（時）

図－２Ａ･ｓｑｌｍⅧｃｊｄｑＮＣＭＢ２０２０株の被検培地に

おける増殖曲線，培養温度は２０℃

一・一ハートインフュージョンプイヨン培地

－＝－トリプトソーヤプイヨン培地

-←消毒薬検査用ブイヨン培地

､

し

ＴＯ７８０４株はそれぞれの培地において培養後６時間頃より肉眼的に菌の増殖が認められ

菌の濃度はＨＩＢ培地では４８時間、ＴＳＢ培地では２４～４８時間で最大とたった。また、

指針培地では２４時間で最大となり７８時間まで濃度は変化しなかった。各培地の最高濃度の

吸光度はＨＩＢ培地０．２８、ＴＳＢ培地０２０、指針培地０１４～０１５となり、ＴＯ７８０４

株はＨＩＢ培地で最も良く発育し、ついでＴＳＢ培地、指針培地の順であった。

ＮＣＭＢ２０２０株については図－２に示すとおり、各地ともほぼ４８時間の培養で最大濃

度に達し、吸光度はＨＩＢ培地０．２４、ＴＳＢ培地０４２、指針培地０２０となり、ＴＳＢ培
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地で最も良く発育した。

Ｖ､α伽g““l(Ｚｒ叫加の増殖曲線に関しては、ニジマスエリ分離した株（Ｎ７８０２）について

２５℃と２０℃、アユより分離した株（ＴＯ７９０１）は２５℃で培養し観察した。その結果、

Ｎ７８０２株の２５℃における増殖は図－５に示すとおりＨＩＢ培地、５妬ＮａｃｌＮＢ培地、

指針培地とも大きな差は認められず、ＨＩＢ培地において菌の濃度が比較的高い結果であった。

い
、

ａワ

､１２

．０８

．０４

吸
光
度

Ｐ

杉ラー

０ ６１２２４４８フ２

培養時間（時）

図－５Ｖ､｡",拠川ｑｍｍＮ７８０２株の培養温度

２５℃での被検培地における増殖曲線

一・一ハートインフュージョンブイヨン培地

－５冊Ｎａｃｌ添加普通ブイヨン培地

一ｏ－消毒薬検査用ブイヨン培地

同様の２０℃における培養では菌の増殖は図－４に示すとおり指針培地と５妬ＮａｃｌＮＢ培

地間の差は認められなかったが、ＨＩＢ培地では他の培地に比べ、増殖速度が速くなる傾向が
Ｐ

認められた。

２
８
４

Ｊ
ｏ
ｏ

吸
光
度

、

塵二参二－５

０ ６１２２４４８フ２

培養時間（時）

Ｖ､α〃ｇｍｌＪｑｒ…Ｎ７８０２株の培養温度２０℃での

被検培地における増殖曲線，（図中の記号は図－５参照）

－９－
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ＴＯ７９０１株の培養結果は図－５に示した。ＴＯ７９０１株はＮ７８０２株に比べ、全般的に

発育は良好でＨＩＢ培地におよび指針培地における発育状況は類似した傾向を示した。一方５

冊ＮａｃｌＮＢ培地では他の二種の培地に比べ増殖速度は遅かった。

６
２
８
４

Ｊ
列
０
０
０
●

い

吸
光
度

へ‐。

己

く
６１２２４４８７２

培養時間（時）

０

Ｍα"gmillqγ処ｍＴＯ７９０１株の被検培地における

増殖曲線

（図中の記号は図－５参照）

図－５

2）培養温度の検討

供試培地の検討と同時にＡ・ｍｌｍｏ〃dciduとＶ、0,9“ｌｌｑγ処、についてＨＩＢ培地での発育状

況を２０℃と２５℃の培養温度で比較した。

Ａ８ａＪｍｏ〃ｊｃｉｄｔＭＴＯ７８０４株については図－６に示すように２０℃の方か２５℃に比べ増

殖速度、発育菌量とも良好な結果であった。また、ＮＣＭＢ２０２０株については図－７に示す

へ
とおり増殖速度、菌量に差は認められたかった。

ｗｚ”拠川αγ…に関する結果はＮ７８０２株について図－８、ＴＯ７９０１株l/亡ついて図一

９に示した。両菌株とも２０℃、２５℃培養における増殖速度お王び発育菌量に明確な差は認

められたかった。
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山

Ｐ
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培養時間（時）

図－６Ａ・sclmO"ｉｃｉｄｑＴＯ７８０４株のＨＩＢ培地での

発育に対する温度の影響

－－２０℃培養一ト２５℃培養

２
８
ｑ
ｏ
６
２
８
４

３
２
２
２
呵
呵
０
０

●

●
●

吸
光

度

Ｐ

０ ０ １２２４４８フコ

培養時間（時）

A・Ｓａｌｍｏ〃ｊｃｊｄａＮＣＭＢ２０２０株のＨＩＢ培地

での発育に対する温度の影響

－－２０℃培養一ト２５℃培養
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２
８
４

Ｊ
０
０

吸
光
度

￣￣□

６１２２４４８７２

培養時間（時）

０

Ｖ６ｑｗ拠川｡「…Ｎ７８０２株のＨＩＢ培地での

発育に対する温度の影響

－－２０℃培養→－２５℃培養

図－８
ａ

､1６

吸・１２

光．０８

度．Ｏｑ

０ ６１２２４４８ア２

培養時間（時）

Ｖ６α吻処川｡γｍｍＴＯ７９０１株のＨＩＢ培地での

発育に対する温度の影響

→－２０℃培養一o－２５℃培養

図－９

へ

DJ

3）魚病細菌の蒸留水中での生残

各菌株の蒸留水中の生菌数の変化を図－１０に示した。６０分間の観察終了時において、

ＡＳａＪｍｏ"…ｄｑＴＯ７８０４株の生菌数は５．７×１０７ＣＦＵ／〃であり、実験開始時の生層

（５．８ｘ１０７ＣＦＵ／ｉｍｌ）に比べて生菌数の減少は認められたかった。また、ＳｔＱｐﾉＭ…，

Ａ８ａＪｍｏ"ｊｃｊｄｑＴＯ７８０４株の生菌数は５．７×１０′ＣＦＵ／〃であり、実験開始時の生菌数

（５．８ｘ１０７ＣＦＵ／ｉｍｌ）に比べて生菌数の減少は認められたかった。また、Ｓｍｐﾉ汕拠γ…

についても生菌数は実験開始時１６×１０７ＣＦＵ／1m'０終了時１７ｘ１０７ＣＦＵ／>’１０となり生菌

数は減少したかった。しかし、Ｖ､｡〃”川αγ私ｍＮ７８０２株では実験開始後５０分におけるサ

ンプリングで急､激を生菌数の減少が認められ、６０分後にはさらに減少し、開始時の生菌数

－１２－



ｄＮＯ/CFMM）に対して６０分後では12xlO6CFU('とを，生菌数は十%と
たった。

８

叩

生
菌
数
（
Ｌ
ｏ
９
・
Ｃ
Ｆ
Ｕ
／
秘
）

’

Ｚ

６．

０ 1５ ３０ ６０

時間（分）

２ｏ℃における蒸留中の生菌数の変化図 １０

ヨコーＳｆａｐル皿γ…ＡＴＣＣ６５５８ｐ株

-－Ａ８ｑｌｍＯｎｉＣｉｄｑＴＯ７８０４株

一o--V.α冗艸ｌｌａ７処ｍＮ７８０２株
Ｐ

Ｋ

察ｃ考
、

一般にＡ､８０１mo〃'ＣＭαは、トリプトソイ寒天培地が発育に適しているとされている。したが

って、検査用培地の検討には指針培地のほかにトリプトソイブイヨン培地と、さらに飯塚ら(１９７７）

が使用しているハートインフュージョンプイヨン培地の三種を供試した。その結果、Ａ・…､｡〃ｉ－

ｃｊｄｑＴＯ７８０４株（色素産生株）はＨＩＢ培地において最も発育が王〈、指針培地は三種中最

も発育が悪くなった。また、ＮＣＭＢ２０２０株（色素非産生株、Ａ・sqlmo"ｊｃｉｄａｓ…Ｐｍａ８ｏ…｡｡）

は、ＴＳＢ培地で最も発育が良く、ついでＨＩＢ培地、指針培地の順であった。この主うに、Ａ、

30ImmLicjdaについてはＨＩＢ培地、ＴＳＢ培地のいづれの場合も指針培地エリ発育が良好で

－１５－



ある。一方、Ｖ､｡”叫川｡「…の場合は指針培地、ＨＩＢ培地の他に５冊のＮａｃｌを添加した普通

ブイヨン培地（５冊ＮｃｌＮＢ培地）を供試した。その結果、分離魚種の異なる二株のV6…ｍ－

ｌｌｑｍｍの発育には三種の培地間の発育の差は明確ではたく、ＨＩＢ培地における発育が比較的

良い傾向であった。このェうな二種の魚病細菌の発育状況から、これらの細菌の石炭酸係数測定

には市販のハートインフュージョンプイヨン培地の使用が適すると考えられる。

検査時の培養温度については、Ａ､ｓｑｌｍｏ伽…ｄｑＮＣＭＢ２０２０株とＶ､α”“ｌｌｑｒ叫ｍＴＯ７９０１

株の場合、２０℃と２５℃における発育の差は認められたかったが、Ａ,８ｑｌｍｏ〃ｊｃｉｄｕＴＯ７８０４

株おエびＶ６｡",処川αγ…Ｎ７８０２株では２５℃エリも２０℃における発育の方が良く、石炭酸

係数測定の場合の培養温度は２０℃に統一するのが適当であろう。

消毒薬検査指針の石炭酸係数測定方法に主れば、被検消毒剤は蒸留水で希釈し供試されること

にたるが、魚病細菌については蒸留水中での生残能が菌種に主って低いことが知られており、測

定の際に菌の死滅や生菌数の減少が起り、消毒剤の殺菌効果判定に影響することも考えられる。

したがって、▲８０ｌｍｏ九ｊｃＭａとⅨ…伽jllqγ…の蒸留水中での生残能を観察した結果、Ａ・So-

ImoMid0（ＴＯ７８０４株）ては比較のために供試したＳ３ａＰﾉｔｏ“γ…（ＡＴＣＣ６５５８ｐ）

と同様に、蒸留水中で２０℃、６０分の観察において生菌数の減少は認められたかったが、Ｖ､α"－

９拠川０７…（Ｎ７８０２）ては蒸留水中５０分の観察において急激な生菌数の減少が認められた。

このように、ｖＧｑ",叫川αγ…の生菌数の減少については、石炭酸係数測定時の感作時間が１５

分以内であることや、実験の結果、１５分以内であれば生菌数の減少がほとんど認められなかっ

たことから、実際上は無視出来るものと考えられる。

Ｕ

へ

2．石炭酸の魚病細菌に対する殺菌効果

ａ材料および方法

１）供試菌株

魚病細菌としてＡ､8.1mo"畑山とＶ・吻卯川｡γ拠れの二種を供試した。ＡＳＱｌｍｏ〃iCjdaに

ついては、ＴＯ７８０４，ＮＣＭＢ２０２０，ＡＹＳ２株、Ｖ・…“Ｍαγ処、についてはＮ７８０２

ＴＯ７９０１株の合計５株である。その他にｓｔｃ小｡Ⅲγ…ＡＴＣＣ６５５８ｐ株も同時に供試

した。なお、ＡＹＳ２株以外の菌株については前項１に記載のとおりであり、ＡＹＳ２株は、

Ａ・Ｍｍ…cidaのＲ型の菌株である。

２）石炭酸溶液

指針にいう標準石炭酸溶液（融解点４０℃以上の純粋な石炭酸を用いて正確に５．０冊水溶液

を作り、密栓して暗所に保存）を作り、これを滅菌蒸留水で希釈し所定濃度の溶液を調製した。

､
Ｊ〕
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５）実施方法

石炭酸の希釈液を中試験管に１０，０ずつ正確に取り、２０℃の水浴中に設置し、一方、供試

菌のブイヨン培養液（ＨＩＢ培地使用）も同様に２０℃の水浴中に放置した後、その１〃を石

炭酸希釈液に注入する。注入後２５分、５分、１０分、１５分後に白金耳で釣菌し、後倍養用

のブイヨンに接種し、接種した後培養用試験管は２０℃で培養し２４時間、４８時間後に菌の

発育を観察した。

このようにして得られた結果から作用時間５分では菌は死滅せず、１０分では死滅する石炭

酸の最大希釈倍数を求めた。なお、実験は反覆して２回実施した。

ｂ結果および考察

石炭酸の魚病細菌に対する殺菌濃度を表－４に示した。

後培養結果の判定は２４時間と４８時間後に二度実施した。その結果、Ｓｔｑｐル｡”･…につい

ては２４時間および４８時間の判定において同じ結果であったが、魚病細菌に関しては２４時間

と４８時間における判定の結果が異なり、４８時間の判定結果に比べ２４時間の判定では殺菌濃

度が低くなった。

的

Ｐ
I

表－４石炭酸の殺菌作用

微生物 ２４ｈｒ ４８ｈｒ

①１：７５②１：７５

①１：１６０②１：１７０

①１：１５５②１：１５０

①１：１４０②１：１４０

①１：５５０＜②１：２１５

①１：２２５②１：２５０

①１：７５②１：７５

①１：２００③１：１８０＜

①１：１８０②１：１６０

①１：２００②１：１７０

①１：５５０＜②１：２８５

①１：５００②１：５００

S8qph・ａｚＬ７ｃｚＬ８ＡＴＣＣ６５３８ｐ

Ａ・ｓｑｌｍｍｊｃｊｄｑＴＯ７８０４

〃〃 ＡＹＳ２

〃〃 ＮＣＭＢ２０２０

Ⅸα〃9“ｌｊｑ７皿ｎｚＮ７８０２

〃〃 ＴＯ７９０１

佇

＄
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また、ＶＭL”拠孤I｡「泓加では２４時間では判定か極めて困難な例もあり、魚病細菌のついての後

培養結果の判定には４８時間を要し、さらに７２時間後までの観察が必要と考えられる。

２回の実験における石炭酸の殺菌濃度はＳｚａｐ伽｡皿γ…は１：７５，Ａ・ｓｑｌｍｍｉｃｊｄｑについて

はＴＯ７８０４株１：１６０，１：１７０，ＮＣＭＢ２０２０株１：１４０、ＡＹＳ２株１：１５５．１：

１５０となり、Ｖ､｡",拠川”…についてはＮ７８０２株１：２１５．１：５５０＜、ＴＯ７９０１株

１：２２５．１：２５０であった。このように、Ｍｎ”α…処８に比べ魚病細菌の石炭酸に対する

感受性は高く、さらに、Ｖ､α”処`ｌｊＱｍｍはＡ・salmo〃iCidQよりも高い感受性を示した。 Ｕ

3．魚病細菌に対する第四級アンモニウム塩の殺菌効果 ＜

逆性石けんのＡ８Ｑｌｍｏ〃icidqに対する効果を検討するため、まず第四級アンモニウム塩のＡ,８αノー

、o〃iCidqに対する効果を測定し、せつそう病菌石炭酸係数を求めた。

なお、本実験は現在継続中のため、ここではその中間経過の報告にとどめた。

ａ材料および方法

１）供試菌株

Ａ・ｓｑｌｍｏ伽…ｄｑＴＯ７８０４株およびＳｍｐ几α処γ…ＡＴＣＣ６５５８ｐ株の２株を供試した。

２）供試薬剤

塩化ペンザルコニウムおよび塩化ペンゼトニウムの二薬剤を供試した。

５）実施方法

消毒薬検査指針に記載された方法を基本に、前項の検討結果から培地、培養温度を変えて石

炭酸係数を測定した。

ｂ結果および考察

へ
A8olmo"iCidqに対する第四級アンモニウム塩の殺菌効果を表－５に示した。

表－５第四級アンモニウム塩の殺菌作用

＊

微生物物 フェノール係数化 合 殺菌濃度

２００

５５５

２６６

２５５

１：１５０００

１：６００００

１：２００００

１：４００００

Ｂｅｎｚａｌｋｏｎｉｕｍｃｈｌｏｒｉｄｅ ＳｔｑＰ〃αzL7ezL8

A、８α１，０〃ｊｃｉｄａ

ＳｔＱｐ〃びzL7BzL8

A･ｓｑＪｍｏｎ,ｆｃｊｄａ

Ｂｅｎｚｅｔｈｏｎｉｕｍｃｈｌｏｒｉｄｅ

＊５分処理で生存，１０分処理で死滅が起こる濃度
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Ａ､8Ｍmo"ｊｃＭｑに対しては、塩化ベンザルコニウムは殺菌濃度１：６０，０００､石炭酸係数５５５

となり塩化ペンゼトニウムは殺菌濃度１：４０，０００､石炭酸係数２５５であった。Szqpルα…皿ｓ

に対しては塩化ベンザルコニウムは殺菌儂度１：１５，０００､石炭酸係数２００となり塩化ペンゼト

ニウムは殺菌濃度１：２０，０００、石炭酸係数２５５という結果であった。

一般に第四級アンモニウム塩はグラム陽性菌に対して有効であり、グラム陰性菌に対しては効

果が劣るとされているが、Ａ・Ｓｑｌｍｐ，mjcidQの場合はグラム陰性菌でありながらグラム陽性菌で

あるＳｔｑｐ九α泌γ…よりもこれらの薬剤の効果が高い結果となった。この傾向がＡ・SqlmO〃jc伽

に特徴的な現象であるのか、あるいは魚病細菌全般に認められるのか、興味深い問題であり、今

■。

後、他の魚病細菌に関する検討を行う必要があろう。
Ｆ

佇

、

田

－１７－



Ⅲ参考文献

ＡｍｅｎｄＤＰ，ａｎｄＪｏＰ・Ｐｉｅｔｓｃｈ（１９７２）：Ｖｉｒｕｃｉｄａｌａｃｔｉｖｉｔｙｏｆｔｗｏｉｏｄｏｐｈｏｒｓ

ｔｏｓａｌｍｏｎｉｄｖｉｒｕｓｅｓ・Ｊ６Ｆｉｓｈ、Ｒｅｓ、Ｂｄ・Ｃａｎａｄａ２９，６１－６５．

江草周三（１９７９）：魚の感染，」恒星社厚生閣，東京．５５４ｐｐ・

古橋正吉・宮前卓之（１９７６）：消毒薬の殺菌作用とその使用法．ｐｌＯ５～１４６,綿貫諾・実川佐

太郎・榊原欣作編滅菌法・消毒法第５集，文光堂．東京．２４８ｐｐ、

原武史・井上潔・村井衛（１９７４）：魚病細菌に対するヨード剤のｉｎｖｉｔｒｏの効果について．

昭和４８年度東京都水産試験場病害研究報告書．２５ｐｐ・

原武史・井上潔・村井衛（１９７５）：ヨート済ＩのｐＨ調整と魚病細菌に対するｉｎｖｉｔｒｏの

効果について．昭和４９年度東京都水産試験場病害研究報告書．６９ｐｐ・

飯塚三喜・伊藤治（１９７７）：消毒効力試験法．ｐ２５６～２６４，小華和忠・吐山豊秋・米村寿男編

動物用医薬品・飼料添加物・新飼料の有用性評価法，フジ・テクノスシステム．東京．

５００ｐｐ

ＭｃＦａｄｄｅｍＴ.Ｗ、（１９６９）：ＥｆｆｅｃｔｉｖｅｄｉｓｉｎｆｅｃｔａｎｔｏｆｔｒｏｕｔｅｇｇｓｔｏＰｒｅｖｅｎｔ

ｅｇｇｓｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎｏｆＡc7omom81jqzLe血Cie"Ｃｅ・JFish・ResBd・Canada２６，

２５１１～２５１８．

ＲＯＳＳ,Ａ・』.，ａｎｄＣＡ・Ｓｍｉｔｈ（１９７２）：ＥｆｆｅｃｔｏｆｍｏｉｏｄｏｐｈｏｒｓｏｎＢａｃｔｅｒｉａｌ

ａｎｄｆｕｎｇａｌｆｉｓｈＰａｔｈｏｇｅｎｓ・Ｊ・Ｆｉｓｈ・Ｒｅｓ・Ｂｄ・Ｃａｎａｄａ２９，１５５９￣ｌ５６１

佐々木治雄・本西晃・三城勇・山崎正幸・山崎隆義（１９７６）：ニジマスのＩＨＮについて．

長野水指研報魚病，４５－５８

佐々木治雄（１９７６）：せつそう病菌に対する各種薬剤の殺菌効果について．長野水指研報

魚病，８１．

綿貫誌・実川佐太郎・榊原欣作編（１９７４）：滅菌法・消毒法第１集，文光堂．東京．258ｐｐ・

山崎隆義・佐々木治雄・田代文男（１９７６）：ニジマスのＩＰＮについて．長野水指研報魚病，

２８－４４．

少
．
⑰

へ

､

ど'

－１８－



ＰｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｏｆＴｈｅＴｏｋｙｏＭｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ

ＦｉｓｈｅｒｉｅｓＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔＳｔａｔｉｏｎ妬２９２
０

保

ＭｅｍｏｉｒｏｆＴｈｅＴｏｋｙｏＭｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ

ＦｉｓｈｅｒｉｅｓＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔＳｔａｔｉｏｎ妬１４２

印刷物規格表第２類

印刷番号５４１６５５

刊行物番号(1)１５７

昭和５４年度

魚病対策技術開発研究報告書

マス類の伝染性病原体の消毒法に関する研究

昭和５５年３月発行

少

０

と

東京都水産試験場技術管理部

〒125束京都葛飾lｽ水元｣v合町５５７４番地

雷話０５（６００）２５７５

編集・発行

印刷所株式会社東 邦


	142 表紙.pdf
	142 目次
	142 1-18 奥付

